
『
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
保
護
者
が
少
年

（
幼
い
子
ど
も
も
い
た
）
を
連
れ
て
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
』

『
自
分
が
食
事
や
買
い
物
に
行
っ
て
い
る

間
、
お
金
を
持
た
せ
て
子
ど
も
だ
け
で

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
行
か
せ
て

い
る
保
護
者
が
い
た
』

『
深
夜
で
も
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
は
大

勢
の
青
少
年
が
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
。

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
従
業
員
等
は
、
積

極
的
に
声
を
か
け
て
注
意
し
て
ほ
し
い
』

『
子
ど
も
を
指
導
す
る
前
に
、
ま
ず
保
護

者
の
意
識
改
革
が
必
要
』

『
県
民
に
対
し
「
深
夜
は
い
か
い
防
止
」

を
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
は
、
マ
ス

コ
ミ
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
（
広
報

啓
発
活
動
の
徹
底
）』

『
沖
縄
県
の
深
夜
は
い
か
い
の
状
況
は
、
夜

型
社
会
と
い
う
特
徴
が
影
響
し
て
い
る
』

『
青
少
年
深
夜
は
い
か
い
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
は
、
午
前
零
時
以
降
の
街

頭
指
導
が
必
要
』

◆
参
加
者
の
声
◆
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近
年
、
全
国
的
に
、
少
年
犯
罪
の
増
加

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
、
喫
煙
や
深

夜
は
い
か
い
等
の
不
良
行
為
で
補
導
さ
れ

る
青
少
年
の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。本

県
で
も
、
平
成
十
五
年
、
復
帰
後
最

高
の
三
万
六
千
人
余
り
の
青
少
年
が
補
導

さ
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
深
夜
に
お
け
る
補
導
は
全
体
の

七
割
と
全
国
平
均
の
約
二
倍
に
達
し
て
お

り
、
深
夜
は
い
か
い
は
本
県
の
青
少
年
非

行
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
を
追
う
ご
と
に
深
刻
化
し
て
い
る
少
年
犯
罪
。
特
に
本
県
で
は
夜
型

社
会
の
構
造
も
あ
り
、
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
が
目
立
っ
て
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
現
状
と
、
県
・
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

地
域
社
会
の
協
力

本
県
で
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
「
青
少

年
深
夜
は
い
か
い
防
止
県
民
一
斉
運
動
」

を
展
開
し
、
夜
間
街
頭
指
導
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
青

少
年
の
深
夜
は
い
か
い
や
問
題
行
動
は
減

少
し
て
い
ま
せ
ん
。

未
来
あ
る
青
少
年
の
た
め
に
、
今
後
も
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
等
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
県
民
が
、
手
を
た
ず
さ
え
て

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
に
育
成
す
る

た
め
、
毎
月
第
三
金
曜
日
を
「
少
年
を
守

る
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

去
る
七
月
十
六
日
（
金
）
の
「
少
年
を

守
る
日
」
に
は
、
多
く
の
市
町
村
で
夜
間

街
頭
指
導
を
実
施
し
、
非
行
防
止
活
動
を

推
進
し
ま
し
た
。

作
文
、
標
語
、

ポ
ス
タ
ー
の
募
集

ま
と
め

こ
の
運
動
を
通
し
て
、「
家
族
の
き
ず
な
」

や
「
深
夜
は
い
か
い
」
に
つ
い
て
、
新
た

な
運
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
作
文
、

標
語
、
ポ
ス
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
作
文
の
部
で
、
上

原
崇
由
さ
ん
（
具
志
川
商
業
高
校
）
の

「
深
夜
は
い
か
い
に
つ
い
て
」、
標
語
の
部

で
、
城
間
絵
梨
香
さ
ん
（
石
川
高
校
）
の

「
待
っ
て
る
よ
　
君
の
た
だ
い
ま
　
明
る

い
笑
顔
」、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
、
仲
程
勝

哉
さ
ん
（
あ
げ
な
中
）
が
沖
縄
県
知
事
賞

に
輝
い
て
い
ま
す
。

七
月
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、「
青
少

年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
県
民
一
斉
運

動
」
の
住
民
大
会
や
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
前
に
、
多
く
の

住
民
が
参
加
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
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■深夜はいかい�

■不良行為少年総数� 20,277 26,698 32,173 36,396

不良行為少年の深夜はいかい補導状況

不良行為とは、深夜はいかい、飲酒、喫煙などの行為をいいます

通行人に深夜はいかいの防止を呼びかける稲嶺知事

不
良
行
為
の
約
七
割
は
深
夜
は
い
か
い

毎
月
第
三
金
曜
日
は

「
少
年
を
守
る
日
」

住
民
大
会
・

街
頭
パ
レ
ー
ド
の
実
施

７月、各市町村において「青少
年の深夜はいかい防止県民一斉運
動」が行われました。
皆さんも、地域で自分のできる
ことから取り組んでいきましょう。

年
を
追
う
ご
と
に
深
刻
化
し
て
い
る
少
年
犯
罪
。
特
に
本
県
で
は
夜
型

社
会
の
構
造
も
あ
り
、
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
が
目
立
っ
て
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
現
状
と
、
県
・
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
、
少
年
犯
罪
の
増
加

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
、
喫
煙
や
深

夜
は
い
か
い
等
の
不
良
行
為
で
補
導
さ
れ

る
青
少
年
の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。本

県
で
も
、
平
成
十
五
年
、
復
帰
後
最

青
少
年
の
不
良
行
為
の
多
く
は
深
夜
に

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
は

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

て
深
夜
は
い
か
い
を
無
く
し
て
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
県
で
は
、
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い

防
止
の
た
め
、「
深
夜
は
い
か
い
防
止
県

民
一
斉
行
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

去
る
六
月
三
十
日
、
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ

前
広
場
に
て
、「
青
少
年
の
深
夜
は
い
か

い
防
止
県
民
一
斉
行
動
」
の
出
発
式
を
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
み
ん
な
で
、「
地
域
か
ら
育
も

う
未
来
あ
る
青
少
年
」
を
テ
ー
マ
に
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
後
、
通
行
人
に
チ
ラ
シ
等
を

配
布
し
て
深
夜
は
い
か
い
の
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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